
 

   

                                                      
 

 
 
国際ラルシュの集まり ～繋がっているということ～ 

 
11 月 9 日から 15 日まで裾野市の聖心会黙想の家で開かれた国際ラルシュ・アジア西太平洋地区会議

に参加しました。フィリピン、ニュージーランド、オーストラリア、日本から責任者と理事各一名が参

加しました。国際ラルシュ責任者も含めて 12 名という小さな集まりです。 
各国の共同体の状況を報告し合いました。フィリピンの共同体プンラは 9 月末の台風で大変な洪水に

襲われました。レトレットさんという若い女性リーダーのもと互いに助け合い強い信頼を感じることが

出来たと報告されました。また、一緒に避難した近所のお年寄りにハンディを持った仲間が温かいお茶

をふるまってお世話したそうです。 
ニュージーランドの共同体カピチでは財政的にとても困難な状況にあるとのことでした。昨年購入し

た 3 件目の家も売却しなければならなかったと報告がありました。オーストラリアでは 5 番目の共同体

が誕生し承認されました。豊かで大きな歩みとなっています。 
各共同体の状況はいろいろですが、「ハンディを持った仲間」が大切な宝物で

あること、彼らと共にいることに大きな喜びを感じていて、同じ歩みをして 
いるという連帯感を持つことができました。 
 
○かなの家の状況・・孤立していること 

数年前の英国の調査で「多くの知的ハンディを持っている人が、『仕事とし

てお世話をしてくれる人よりも友達として一緒にいてくれる人がいて欲し

い。』と深く願っている」とありました。 
それがラルシュ共同体の出発点です。ハンディのある者もない者も共に働き、暮らす・・・。しかし、

ハンディを持った仲間にとっても共に暮らすアシスタントにとっても、その暮らしには喜びと辛さが同

時にあります。大きな困難のため将来が見えなくなることもあります。 
日本にはかなの家のほかにラルシュ共同体はありますか？とよく訊かれます。まだ、かなの家だけで

す。もし他にもあれば、うれしいこと、辛いこと、楽しいこと困難なことなど分かち合うことができる

のですが、今は孤立していると感じます。  
外国のラルシュ共同体を訪問したり、他のラルシュ共同体のアシスタントが

かなの家に来てくれて体験を分かち合えた時「同じ歩みをしている仲間がい

る」と感じられ励まされたという声を聞きます。 
今、国内にラルシュ共同体ができることを願っているグループがいくつか

あります。そのグループを支えるのは国際ラルシュの地区責任者の役割です

が、かなの家も新しいラルシュ共同体の誕生を願い協力して歩んでいく必要

があると思います。 
日本の中にいくつも種がまかれ、芽吹き育っていきますように・・ 

（コミュニティーリーダー 西田 正志） 
 

☆せっけんを買って、私たちを支えてください！ 
かなの家のなかまが作っているせっけんは、体にも自然にも、心にも優しい（汚れにはとても厳しい！） 

せっけんです。 

これからの年末のお掃除など・・・ぜひお使いください！ 

 せっけんはかなの家のなかまにとって、大切な収入になります。せっけんを通して、 

私たちをどうか支えてください！ 

        
 
 



 

 
   

 皆と一緒にご飯を食べることなどは苦手（シャイだから？）ですが、他の仲間たちにいつも気を払い、作業現場を視

察してまわっている松田修さん。最近はめぐみの散歩の時間に自らプラスチックバットを持ち、ノックの雨（笑）をアシ

スタント・仲間に浴びせているそうです。そんなおさむさんに、最近を振り返ってもらいました 

 

 

風にふかれる雲 のように、ゆったりとマイペースでいる 

修さんは、私たちにとって欠かすことが出来ないメンバーの一人です。 

 
 
一泊旅行に行ってきました 
 

仲間の人たちの『行きたいよ』『行きたいね』の声が実って、 

6 月 4・5 日に熱海方面に出かけました。笑顔、笑顔でにぎやかに出発。

沼津びゅうお・柿田川湧水池でのんびりと過ごして、お泊りは熱海温泉。ちょっとしょっぱい

温泉に入った後は、みんながお待ちかねの(大？)宴会。ゆかた姿でおいしいごちそうを食べ、飲んで、歌って、踊って

の大騒ぎはいつものとおり。 

 

翌日はあいにくの雨でしたが、ボ－リング大会に歓声を上げ、小田原城址公園

ではグル－プごとに分かれて天守閣に登ったり、色鮮やかに咲く菖蒲を眺めての

散策など、思い思いに楽しんで帰路となりました。 

  

今回、保護者の方３名がこの旅行に参加し、私たちと共に過ごして下さった事、

感謝です。ありがとうございました。                   

（仕事アシスタント 林 佐知子） 

 

 
 

皆さん、こんにちは。四月から、こちら「かなの家」でスタッフの一人として関わらせていただいております、 

佐藤裕之と申します。春にこちらにまいり、夏が来て、秋が過ぎ、早いもので・・・・もう何やら肌寒い季節となって

まいりました。 

仲間たちの人懐っこさに助けられ、自分もまた神さまの愛によって創

られた唯一無二の存在なのだということを、日々実感させていただいて

おります。自分に与えられた役割以上に・・・・・誰の上にも立つことなく、

仲間たちの「仲間」として、 毎日を過ごしてゆきたい と思っています。 

 

 

 

 

Q おさむさん、最近どうですか？  「大丈夫・・・。」 

Q 楽しみなことは？ 「お昼が楽しみ。今日は焼きそば・・持ってくるって・・・ 

お祭り行く？ ないの・・・そう。 今林さん畑行った？」 

Q 来年の抱負は？ 「ない」 

Q 作業所来るの、楽しみ？ 「楽しみ」 

「小さな足取りになるかもしれませんが、善意を持っている限り、

あなたは必ず進歩していきます」（聖ピオ（ピエトレルチナ）

 

～最近の松田おさむさん 
風にふかれて 

おさむさんと話していると、不思議に時間がゆっくり流れているように感じます 

向かって左 

（すまいのアシスタント   佐藤 裕之） 

新人の紹介 ― なかまたちの仲間として ― 



 

 

かなの家まつり 2009 
 
10月 24日の10時から、4月にオープンした「つどい」の家の中庭で、（たぶん）18回目のかなの家まつりが行われ

ました。近所の住民の方、遠方に住むかなの家の友だちなど、多くの方々がおまつりに集まって下さり、新たな出会

い・久々の再会に、みんなが喜んでいました。 

 

午前はなかまを中心に「幸福の王子」の劇を行いました。休憩時間は、今年新たに加わった焼きそば・やきとり・お

でんに、みんながほくほく顔でした。  午後は恒例の「演し物」をみんなで行いました。時折雨が降る、恵まれた天気

とは言えない日でしたが、その雨にも負けない、なかまの心の躍動と喜びを感じることが出来ました。最後に、集まっ

たみんなで輪になって踊り、感謝のうちにまつりを終えました。 

 

まつりのテーマでもあった「共に出会い、つどい・よろこびの輪を広げる」ことが体現できた祭りだったなあ、と感じて

います。来てくださったお客さん、運営に携わった全ての方々に、この場を借りて心からの御礼を申し上げます。 

ありがとうございました！ 

（仕事アシスタント  横井 圭介） 

 
 
 
 

今年も一年、本当にありがとうございました。 

 
 
 


